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論文の概要及び判定理由 

本学位論文は，エンド-β-N-アセチルグルコサミニダーゼ（ENGase）の糖転移活性と糖

加水分解活性を，糖鎖合成化学を基盤として合成した糖鎖分子プローブにより簡便且つ高

感度に検出する新規酵素活性測定系の開発に関する成果をまとめたものである。これまで

の ENGase 酵素活性測定法は煩雑な操作が必要であり，新規 ENGase の探索や阻害剤探索

などのENGase研究を加速させるためには効率的な酵素活性測定法の開発が望まれていた。

本論文では，蛍光標識した４糖誘導体と単糖誘導体を組み合わせることでフェルスター型

共鳴エネルギー移動（FRET）により ENGase の糖転移活性が簡便に検出できることを示し

た。一方，分子内 FRET クエンチング解消を作動原理とした糖加水分解活性検出プローブ

を開発することで ENGase の糖鎖切断活性を高感度かつ簡便に検出できることを明らかに

した。さらに，本プローブが ENGase 阻害剤の探索に利用できることを示した。以上の結

果は，ENGase の機能解明と ENGase を標的とした創薬研究に貢献する研究であり，博士（理

工学）の学位に値するものと判定した。 
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